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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
、
市
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
支
援
に
対
し
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
21
年
の
新
春
を

迎
え
、
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
を
振
り
返
っ
て
…

　

上
田
の
活
力
・
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め「
原
田
泰
治
の
世
界
展
in
上

田
」を
開
催
し
ま
し
た
。「
自
然
と
友
だ
ち

－

上
田
」を
テ
ー
マ
に
、
ガ
ス

ホ
ル
ダ
ー
や
別
所
線
電
車
に
原
田
氏
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施

し
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
新
作「
武
石
の
秋
」が
披
露
さ
れ
た
作
品
展
に
は

１
万
２
０
０
０
人
を
超
え
る
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
全
国

に
向
け
上
田
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
春
の「
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
」を
は
じ
め
と
す
る
３
大
ま
つ
り

で
は
、
各
種
団
体
の
皆
様
と
連
携
し
複
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
同
時
ま
た
は

連
続
し
て
開
催
し
、
相
乗
効
果
も
相
ま
っ
て
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
観

光
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
創
意
工
夫
と
お
も
て
な

し
の
心
で
、よ
り
多
く
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
上
田
城
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
五
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
用
意

し
、「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」の
募
集
を
は
じ
め
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
寄
附
い
た
だ
け
る
よ
う
、
上
田
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
た
め
魅
力

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
気
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

重
要
課
題
へ
の
取
り
組
み

　

上
田
地
域
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
産
科
・
小
児
科
・
麻
酔

科
な
ど
の
医
師
不
足
の
問
題
は
、
全
国
的
に
も
深
刻
な
状
況
に
陥
っ
て
お

り
、
国
や
県
も
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
改
善
に
は
時
間

新生上田
セカンドステージへ
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が
か
か
る
見
込
み
で
す
。
そ
こ
で
、
市
と
し
ま
し
て
も
、
独
自
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
広
く
医
師
募
集
を
行
う
一
方
で
、
産
院
の
医
師
確
保
に

向
け
た
研
修
・
研
究
資
金
貸
与
制
度
の
創
設
な
ど
、
可
能
な
限
り
の
対
策

を
全
力
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
建
設
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
交
流
・
文
化
施
設
に

つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
文
化
芸
術
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
の
皆
様

の
期
待
に
応こ
た

え
ら
れ
る
よ
う
、
新
生
上
田
市
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

資
源
循
環
型
施
設（
統
合
ご
み
処
理
施
設
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
）に

つ
き
ま
し
て
は
、
広
域
連
合
の
事
業
と
は
い
え
、
上
田
市
と
し
て
も
責
任

あ
る
立
場
と
し
て
対
応
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
尊
重
し
、
広
域
連
合
と
協
議
し
な
が
ら
、
さ
ら
に

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

成
長
・
発
展
期
へ

　

合
併
後
も
継
続
協
議
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
懸
案
事
項
は
次
々
に
解
決

し
、
お
か
げ
さ
ま
で
旧
市
町
村
間
の
垣
根
も
徐
々
に
取
り
除
か
れ
て
き
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。「
新
生
上
田
」は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
む
べ
き

時
期
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
平
成
20

年
ま
で
の
３
年
間
を
揺よ
う

籃ら
ん

期き

と
す
る
な
ら
ば
、
平
成
21
年
は
成
長
・
発
展

期
に
移
行
す
る
年
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
年
、「
新
生
上
田
」は
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
へ
と
踏
み
出
し
ま
す
。
新

し
い
上
田
の
将
来
像
を
描
い
た「
第
一
次
上
田
市
総
合
計
画
」の
実
現
を
目

指
し
、
市
民
協
働
の
も
と「
行
動
す
る
市
役
所
」を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
、
具

体
的
な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
11
年
３
月
の
第
一
中
学
校
移
転
新
築
に

伴
い
、
中
心
市
街
地
の
大
規
模
な
公
共
用
地
の

跡
地
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
新
た
な
利
活
用
に
向

け
て
様
々
な
角
度
か
ら
総
合
的
に
検
討
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

跡
地
周
辺
に
は
上
田
合
同
庁
舎
の
ほ
か
、
中

央
公
民
館
、
上
田
文
化
会
館
、
上
田
図
書
館
、

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
、
上
田
市
医
師
会
館
な
ど

の
公
共
的
施
設
が
集
中
し
て
お
り
、
中
心
市
街

地
の
一
角
に
位
置
し
、
市
街
地
活
性
化
の
面
か

ら
も
、
文
化
・
教
育
、
健
康
・
福
祉
な
ど
の
拠

点
と
し
て
、
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
べ
き
土

地
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
各
地

域（
旧
市
町
村
）に
あ
る
保
健
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
と
事
業
の
全
市
展
開
の
視
点
を
加
え
た
施
設

と
し
て
、
基
幹
と
な
る
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

実
施
設
計
及
び
地
質
調
査
な
ど
を
開
始
し
、

来
年
度
か
ら
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
跡
地
の
一
部
に
つ
い
て
、
民
間
事
業

者
か
ら
の
土
地
利
用
提
案
を
募
集
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
も
踏
ま
え
、
跡
地
利
用
全
体
の
方
針

に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
く
た
め
の
市
民
広
聴
会
を
開
催
し
ま

す
。

上田市行政チャンネルで放送
（記者発表する宮川政策企画課長）

旧第一中学校跡地
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旧一中跡地

合同庁舎 染屋台グラウンド

国道18号

旧一中及び染屋台グラウンド案内図

①（仮称）総合保健センター ・少子高齢社会に対応した保健施策と子育て支援施策を推進し、新市全体を包
括した事業を展開するため、「基幹保健センター」と「こどもセンター」を一体
化した（仮称）総合保健センターを整備します。
・20年度に実施設計、21年度に建設予定です。

②総合駐車場 ・総合保健センターと周辺公共施設（中央公民館、文化会館、図書館など）の利
用者のための総合駐車場として、約260台分の駐車場を整備します。

③緑地（イベント）広場 ・中心市街地の一角に位置する貴重な土地として、市民の憩い、安らぎ、また、
にぎわいの場として活用できる緑の空間を整備します。

・あわせて、子育てや健康づくりの面で、総合保健センターの取り組みの中で
も活用を図ります。

④歩道 ・総合保健センター利用者及び歩行者などの安全確保と、中心市街地全体の連
携・回遊性を確保するため、市道材木町線及び市道川原柳踏入線の歩道拡幅
を計画しています。

　また、現在のグラウンドは、土地利用方針が決定するまでの間という条件のもとで市民・団体の皆さんが利
用してきました。少年サッカーを中心に市民ニーズも高いことから、今回の整備にあたり、利用者の皆さんと
の調整及び新たな施設整備を行う必要性もあります。
　このため、老朽化している染屋台グラウンド（旧県営球場）について、平成21年度からリニューアル（スタン
ド撤去、多目的運動場及び駐車場整備）を行うことで、利用者
の皆さんの利便性向上と新市全体のスポーツ振興を図ります。

　市では、跡地全体面積22,427㎡のうち約15,000㎡を利用し、次の公共施設を整備する予定です。
◆市としての利活用方針

◆民間からの土地利用提案を募集しました
　跡地の一部を民間活力により活用していただくことで、
厳しい市の財政状況や市政課題の解決、そして、中心市
街地の活性化にも寄与するものとなるよう、市が活用す
る用地以外について、民間事業者等から土地利用提案を
募集しました（募集期間：平成20年12月１日～20日）。

◆跡地利用に関する市民広聴会
第１回 １月21日㈬午後７時～ 中央公民館３階大会議室

第２回 １月24日㈯午後２時～ 市民会館２階会議室

　 政策企画課　TEL23・5112

※建物、駐車場、緑地の配置などは、現在進めている実施設計の状況により、変更される場合があります。

市
道
川
原
柳
踏
入
線

市道材木町線

国道144号
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ふるさとづくり　６件
まちづくり　　　３件

塩田地域

まちづくり　　　３件

川西地域

ふるさとづくり　２件
まちづくり　　　３件

真田地域

まちづくり　　　８件

全市域ふるさとづくり　２件
まちづくり　　　１件

上田西部地域

わがまち魅力アップ応援事業
平成21年度事業を募集します

　この制度は、自治会や市民活動団体の皆さんが、地域の課題の解決や活性化の
ために、自主的・主体的に取り組む地域づくり活動を補助金によって応援するも
のです。対象事業は、自治会の活動と市民団体の活動の２種類あります。
・「個性あるふるさとづくり応援事業」　限度額150万円
　自治会の皆さんが地域の資源を掘り起こし、コミュニティの活性化と地域の一
体感醸成に寄与する継続性ある事業

・「特色あるまちづくり応援事業」　限度額100万円
　市民の皆さんが地域の課題や世代間・地域間交流を目的に、参加者を限定せず
に行う市の魅力アップに寄与する事業

※なお、この事業は平成21年度予算審議の後、認められた予算額の範囲内で実施
することになります。

募集期間　１月19日㈪～２月20日㈮

事業開始までの流れ

①ホームページなどで申込書を入手
⬇

②申込書に事業内容を記入
⬇

③各地域の事務局へ申し込み
⬇

④地域協議会での選考
⬇

⑤選考結果の通知
⬇

⑥補助金の交付申請
⬇

⑦補助金交付額の決定（通知）
⬇

⑧事業開始

ふるさとづくり　３件
まちづくり　　　３件

神科・豊殿地域

ふるさとづくり　１件
まちづくり　　　３件

武石地域

ふるさとづくり　２件
まちづくり　　　２件

上田中央地域

ふるさとづくり　４件
まちづくり　　　１件

上田城南地域

ふるさとづくり　５件
まちづくり　　　11件

丸子地域

地　域 事　　務　　局 連　絡　先
市内全市域 上田市役所まちづくり協働課 TEL22・4100（内線1354）
上田中央地域 中央公民館 または まちづくり協働課 TEL22・0760
上田西部地域 西部公民館 または まちづくり協働課 TEL27・7544
上田城南地域 城南公民館 または まちづくり協働課 TEL27・7618
神科・豊殿地域 豊殿地域自治センター TEL35・2939
塩田地域 塩田地域自治センター TEL38・3000
川西地域 川西地域自治センター TEL31・2002
丸子地域 丸子地域自治センター地域振興課 TEL42・1011
真田地域 真田地域自治センター地域振興課 TEL72・2202
武石地域 武石地域自治センター地域振興課 TEL85・2824

お問い合わせ・お申し込みは下記の事務局へお願いします。

※■内は20年度に採択された事業の地域ごとの件数です。
　詳しくは上田市ホームページをご覧ください。

丸子地域採択「お産と子育てに優しい街うえだ」
20年11月に開催された「パパママフェスタ」の様子

全市域採択「『うえだファン』をつくろう！事業」
うえだNavi（毎月発行）

　「わがまち魅力アップ応援事業」がスタートして、２年目を迎える来年度
は、苗木の植付けやゴールデンウィーク中の行事といった、春先の事業も
対象となるよう選考申込を１月からスタートします。平成20年度は、市内
全地域から70件の応募があり、各地域の協議会で審査され、63件の魅力アッ
プ事業が採択となりました。「私たちの地域をもっと魅力あふれる元気な
まちにしたい」という皆さんからの応募をお待ちしています。
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前年度燃油費
（19年秋～20年春）

本年度燃油費
（20年秋～21年春）

前年度肥料費
（19年７月～20年６月）

本年度肥料費
（20年７月～21年６月）

助成額
（増加分の7/10）

助成額
（増加分の7/10）

20％削減分

増加分

20％削減分

増加分

燃油費 肥料費

燃油 肥料

農業者の皆さんへ
施設園芸用燃油・肥料の価格高騰に対する支援が行われます

申請書類等  事業実施計画承認申請書ほか。なお、書類は上小地方事務所農政課、市役所及び各地域自治センター担当課、
 JA信州うえだ各営農センターにあります。
申請先  農政課、または丸子・真田・武石の各地域自治センター産業観光課へ。
申請締切日  １月30日㈮必着

　 農政課　TEL23・5122　 産業観光課　TEL42・1037　 産業観光課　TEL72・4330　 産業観光課　TEL85・2828

※詳細については、長野県燃油・肥料高騰対策事業協議会上小支部 上小地方事務所農政課内（TEL25・7127）へ
お問い合わせいただくか、上田市ホームページをご覧ください。

　農業は私たちの生命を育む食料を生産するだけでなく、美しい田園風景によるいやし効果、さらには洪水や土砂災
害防止などの多面的機能を持つ重要な産業です。
　しかし、燃油や肥料の高騰による生産コストの大幅な増加、また、景気の後退を受けてコストの増加が反映されに
くい市場環境にあり、農業者の皆さんは大変厳しい経営状態にあります。
　そこで、農業者の皆さんを支援するため、平成20年度の国の補正予算において、次の３つの支援策が行われること
になりました。

施設園芸用燃油費、肥料費の増加分に支援
施設園芸用燃油や化学肥料の使用量を２割以上低減（※１）する技術に取り組む農業者グ
ループ（※２）に対して、燃油費または肥料費の増加分の７割が支援されます。

内容

※１　２割以上低減とは？（低減になる取り組み事例）
【燃油】２割以上の取り組み：外張被覆の多重化、内張被覆の利用、ヒートポンプの利用など
 １割程度の取り組み：循環扇の利用、トンネル被覆の利用、多段式サーモの利用など
【肥料】２割以上の取り組み：側条施肥、育苗箱全量施肥、うね立て同時施肥など 
 １割程度の取り組み：土壌診断による施肥設計の見直し、堆肥の導入・活用、低成分肥料の導入など
 ※なお、すでに２割以上の取り組みをしている場合、新たな技術の追加がひとつ以上必要になります。
 ※また、受益農家が水稲生産をしている場合、20年産の生産調整実施者であるか21年産において必ず　

生産調整を実施することが要件に追加されます。 
※２　農業者グループとは       

農業協同組合・農事組合法人、農業生産法人、特定農業団体、そのほか農業者の組織する団体（代表者の
定めと組織及び運営についての規約がある団体）で３戸以上の受益農家があるもの（特例措置あり）。

ヒートポンプ設備や木質バイオマス利用加温設備などの実証導入に要する
経費に対し、２分の１以内の額が支援されます。

内容

⑴　施
せ

肥
ひ

コストの低減に向けた推進体制を強化する取り組み（簡易土壌診断装置の導入など）に対し
定額の支援がされます。

⑵　また、⑴と一体的な実施を要件として、施肥体系への転換実証の取り組み（局所施肥機、かん注
施肥機、堆肥散布機などの機械の整備など）に対し２分の１以内の額が支援されます。

内容

1

先進的な加温システムの実証導入に支援2

施肥設計の見直しや施肥技術等の実証に支援3

�
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情
報
ぴ
っ
く
・
あ
っ
ぷ

日　時  １月11日㈰午前９時30分～午後２時
 （スケート場は午前９時～午後４時30分ま

で開放）
場　所  市民の森スケート場
入場料  無料（貸スケート靴は、一人１回300円）
駐車場  市民の森公園駐車場及び市民の森グラウン

ド（臨時駐車場）
※危険防止のため帽子、手袋を着用してください。
　 体育課内事務局　TEL23・6372

（当日のみTEL090・6046・8492）

上小スポーツレクリエーション祭
「冬の部」市民の森スケート場祭

　元オリンピック選手による模範滑走・初心者教室（先着・定員あり）、パン食い競走、パイ
プいす押し競走のほかにも楽しい体験イベントがたくさんあります。とん汁の無料ふるまい
も実施。可能な範囲でマイはし、マイおわんをお持ちください。
※午前11時～正午まで仮装審査を実施します。思い思いの衣装でお越しください。実行委員
会が審査し発表します。

ゲレンデ再デビューをお手伝い
「シニアのスキーを楽しむ会」を開催します

　上田市武石番所ヶ原スキー場で、シニアのスキーを楽しむ会を開催します。「もう長い間ス
キーをしていない」「カービングスキーの乗り方がわからない」などの理由でゲレンデから遠
ざかっている50歳以上の市民の皆さん、楽しく安全なスキーをもう一度はじめませんか。武
石スキークラブ員がやさしくアドバイスします。

開催日時  １月10日㈯、２月１日㈰・７日㈯・14日㈯、３月７日㈯・
８日㈰のいずれも午前９時30分集合

場　所  武石番所ヶ原スキー場
対　象  50歳以上のスキー経験者
参加料  2,000円（リフト券・ホットドリンク付。貸スキーは別途

自己負担）
その他  ケガなどについては責任を負いかねます。傷害保険など

は各個人でご加入ください。
申し込み  開催日の３日前までに電話で武石番所ヶ原スキー場

（TEL86･2213）へ。
　武石開発公社事務局　TEL85･2829

情報
INFORM

ATION P
ICK UP

ピックアッ
プ
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情
報
ぴ
っ
く
・
あ
っ
ぷ

INFORMATION PICK UP

◇第１回◇
日　時  ２月１日㈰午後２時～３時45分
 （講演終了後、著書サイン会あり）
場　所  真田公民館ホール
テーマ  「直

なお

江
え

兼
かね

続
つぐ

と天地人～信州・真田との関わりから～」
講　師  花

はな

ヶ
が

前
さき

盛
もり

明
あき

氏（新潟県上越市文化財調査審議会委員、上
杉・直江関係著書多数）

定　員  300名
参加費  無料
申し込み  不要
今後の予定 　第２回は２月28日㈯に丸子文化会館で旭

きょく

堂
どう

南
なん

陵
りょう

氏（講
談師）を、第３回は３月８日㈰に上田文化会館で火

ひ

坂
さか

雅
まさ

志
し

氏（2009年NHK大河ドラマ「天地人」原作者）をお
迎えする予定です。

　 文化振興課　TEL23・6361

上杉・直江研究の第一人者が語る「天地人」と真田
シリーズ文化講演会を開催します

「昭和の子ども」の展示品を募集します
丸子郷土博物館特別展

　上田市文化団体連携事業として、今各界で活躍され、上田の文化振興に向けて知恵
と力添えをいただける講師をお迎えし、３回シリーズの文化講演会を開催します。ぜ
ひご参加ください。

　丸子郷土博物館では、２月28日から３月22日に特別展「昭和の
子ども」を開催します。
　期間中、下伊那郡阿智村の熊

くま

谷
がい

元
もと

一
いち

写真童画館から昭和の子ど
もたちの写真と童画を、そして上小地域の
学校（第四中学校、青木中学校、滋野小学
校）にある３体の貴重な青い目の人形をお
借りして展示します。この機会にぜひご覧
ください。
　あわせて、市民の皆さんから特別展に展
示する写真や玩具などを募集しています。

募集内容  昭和30年代ごろまでの、当時の子どもが活動して
いる写真や遊び道具、学用品など、子どもに関す
るもの。詳しくはお問い合わせください。

　丸子郷土博物館　TEL42・2158

花ヶ前盛明氏

滋野小学校にある
「青い目の人形～
  ローズ・マリー」
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お
知
ら
せ

償
却
資
産
の
申
告
は

お
早
め
に

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資
産

を
所
有
す
る
方
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
償
却
資
産
の
状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
が
必
要

な
方
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
家
屋

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
告
対
象
資
産　

土
地
及
び
家
屋
以

外
の
事
業
用
の
有
形
固
定
資
産（
製
造
、

修
理
、
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
不
動
産

賃
貸
業
な
ど
の
事
業
で
使
用
し
て
い
る

資
産
）。
た
だ
し
、
自
動
車
税
や
軽
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
も
の
は
除

き
ま
す
。
な
お
、
機
械
及
び
装
置
は
耐

用
年
数
の
改
正
が
あ
り
、
す
で
に
上
田

市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
資
産
で
耐
用
年

数
が
改
正
さ
れ
た
資
産
は
耐
用
年
数
の

修
正
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
上
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
告
期
限　

提
出
期
限
は
２
月
２
日
㈪

で
す
が
、
期
限
間
近
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
１
月
23
日

㈮
ま
で
の
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

TEL
23
・
８
２
４
０

家
屋
取
り
壊
し
届
出
書
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か

　

平
成
20
年
中
に
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
取
り
壊
し
た
方
は
、
１
月
30
日
㈮
ま

で
に「
家
屋
取
り
壊
し
届
出
書
」を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
出
が
な
い
と
平

成
21
年
度
以
降
も
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
法
務

局
に
家
屋
滅
失
登
記
を
な
さ
れ
た
場
合
は

提
出
不
要
で
す
。

　

こ
の
手
続
き
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
な

が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
）を
利
用
し
て

届
け
出
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

税
務
課　
　
　

TEL
23
・
８
２
４
０

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
０
２
９

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
72
・
０
１
５
４

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
85
・
２
８
２
７

有
害
鳥
獣
へ
の
防
護
柵

設
置
補
助
を
し
て
い
ま
す

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
の

た
め
、
市
で
は
防
護
柵さ
く

・
電
気
柵
の
資
材

費
に
対
し
て
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

●
補
助
率　

10
分
の
３（
７
万
円
限
度
）

　

ま
た
地
域
ぐ
る
み
で
の
防
護
柵
・
電
気

柵
の
設
置
、
緩か
ん

衝し
ょ
う

帯
整
備（
藪や
ぶ

の
刈
り

払
い
）に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

外
国
人
出
張
行
政
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
開
設

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田
で
は
、職
業
相
談
・

雇
用
保
険
に
関
す
る
相
談
な
ど
を
始
め
と

す
る
、
外
国
人
労
働
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の

雇
用
に
関
す
る
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、

外
国
人
出
張
行
政
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

し
ま
す
。

●
開
設
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民

課
外
国
人
総
合
相
談
窓
口

●
開
設
日　

１
月
８
日
か
ら
毎
月
第

２
・
４
木
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正
午

●
相
談
内
容　

職
業
相
談
、
雇
用
保
険
受

給
手
続
き
な
ど
に
関
す
る
相
談
、
そ
の

ほ
か
各
種
行
政
情
報
に
関
す
る
相
談

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田

　
　

TEL
23
・
８
６
０
９

悪
質
商
法
な
ど
の

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会

　

悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
弁
護
士
に
よ
る
無

料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
予
約
を
し

て
相
談
窓
口
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
21
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

●
場
所　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み　

１
月
７
日
㈬
か
ら
電
話
で

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
27
・
８
５
１
７

催
し

「
新
春
蘇
民
将
来
符
展
」開
催

　

信
濃
国
分
寺
の
八
日
堂
縁
日
で
頒
布
さ

れ
た
江
戸
時
代
後
期
か
ら
現
在
ま
で
の
蘇そ

民み
ん

将し
ょ
う

来ら
い

符ふ

や
全
国
各
地
の
護ご

符ふ

を
紹
介
し

た「
新
春
蘇
民
将
来
符
展
」を
開
催
し
ま

す
。
市
指
定
文
化
財
の
蘇
民
将
来
符
の
由

来
が
記
さ
れ
た
室
町
時
代
の
古
文
書「
牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

之の

祭さ
い

文も
ん

」や
江
戸
時
代
の
縁
日
の

様
子
が
描
か
れ
た「
八
日
堂
縁
日
図
」が
特

別
公
開
さ
れ
ま
す
。

●
日
時　

１
月
４
日
㈰
〜
２
月
１
日
㈰
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
休
館
日
／

１
月
７
日
を
除
く
水
曜
日
と
１
月
13
日

㈫
）

●
場
所　

信
濃
国
分
寺
資
料
館
展
示
室

●
入
館
料　

大
人
２
５
０
円（
市
内
の
小
・

中
学
生
、
高
校
生
は
無
料
）　

◇
展
示
説
明
会　

１
月
11
日
㈰
・
25
㈰
の

午
前
10
時
と
午
後
２
時
か
ら
開
催（
要

入
館
料
）

今
月
の
表
紙

　12月２日、さなだ保育園でおも
ちつきが行われました。園長先生か
ら年末のもちつきの習わしについて
話を聞いた後、つく前の「おこわ」を
手に取ってもらい食べました。園児
からは「甘くておいしい」との声。続
いて園児全員が交代で杵

きね

を持ち、昔
ながらの臼

うす

を使ったもちつきが始ま
りました。年少の園児たちは杵を持
ち上げるのも一苦労。周りで見守る
年長さんから声援が飛びます。「せー
の！ぺったん、ぺったん、ぺったん、
ぺったん！」。つきあがったおもち
はあんこ、きなこ、ゴマの三色もち
になってお昼に登場しました。

さなだ保育園でおもちつき

お
知
ら
せ
／
催
し

��



　

信
濃
国
分
寺
資
料
館

　
　

TEL
27
・
８
７
０
６

　
　
　
　
　
　
　

山
本
鼎
記
念
館
・
親
子

版
画
年
賀
状
教
室
作
品
展

　

版
画
教
室
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、
冬
の

風
物
詩
で
あ
る
年
賀
状
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
山
本
鼎
の「
創
作
版
画
」は
、
お
手

本
に
よ
ら
な
い
自
分
の
感
動
を
版
画
と
し

て
表
現
し
た
も
の
で
す
。
親
子
の
ふ
れ

あ
い
の
中
で
制
作
さ
れ
た「
創
作
版
画
」に

よ
る
年
賀
状
は
、
き
っ
と
見
る
人
の
心
を

ほ
の
ぼ
の
と
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
参
加
者
た
ち
の
力
作
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い（
出
品
点
数
39
点
）。

●
日
時　

１
月
５
日
㈪
〜
11
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
４
時（
７
日
は
休
館
日
）

●
場
所　

山
本
鼎
記
念
館
１
階
第
２
展
示

室
●
入
場
料　

無
料（
ほ
か
の
展
示
室
は
有

料
）

　

山
本
鼎
記
念
館　

TEL
22
・
２
６
９
３

音
楽
村
・
恒
例
新
春
寄
席

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
音
楽
村
の
新

春
寄
席
。
新
春
の
初
笑
い
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
25
日
㈰
午
後
２
時
開
演

（
１
時
30
分
開
場
）

●
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村
ホ
ー
ル
こ
だ

ま
●
出
演
者　

昔せ
き

昔せ
き

亭て
い

桃
太
郎
、
瀧た
き

川が
わ

鯉り

昇し
ょ
う

、
三
笑
亭
夢
吉
、
昔
昔
亭
Ａ
太
郎

●
入
場
料　

一
般
２
０
０
０
円
、
小
中
学

生
１
０
０
０
円（
全
て
当
日
５
０
０
円

増
）

●
チ
ケ
ッ
ト　

県
内
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に

て
販
売

　

㈶
信
州
国
際
音
楽
村　

　
　

TEL
42
・
３
４
３
６

　

　

１
月
７
・
８
日
は
信
濃
国
分
寺
の
八よ
う

日か

堂ど
う

縁
日

で
す
。
蘇そ

民み
ん

将し
ょ
う

来ら
い

符ふ

は
厄
除
け
の
お
守
り
と
し

て
、
縁
日
で
参
詣
者
が
求
め
る
も
の
で
、
家
の

戸
口
に
ひ
も
で
結
ん
で
吊
る
し
た
り
、

神
棚
に
供
え
ら
れ
ま
す
。
ド
ロ
ヤ
ナ
ギ

の
木
を
六ろ
っ

角か
く

錐す
い

の
形
に
手
彫
り
し
た
も

の
で
、
室
町
時
代
か
ら
作
ら
れ
て
き
た

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
符
に
は
、「
大

福
・
長
者
・
蘇
民
・
将
来
・
子
孫
・
人
也
」

の
文
字
と
六
面
交
互
に
魔
除
け
の
文
様

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

国
分
寺
の
門
前
に
家
を
構
え
る
皆
さ

ん
で
つ
く
る
蘇
民
講こ
う

と
呼
ば
れ
る
仲
間

が
、
符
の
作
成
と
頒は
ん

布ぷ

を
し
ま
す
。
講
の
皆
さ

ん
は
師
走
に
な
る
と
、
寺
の
作
業
場
に
集
ま
り
、

「
蘇
民
切
り
」を
行
い
ま
す
。
蘇
民
包
丁
と
い
う

特
殊
な
ナ
タ
・
カ
ン
ナ
・

ノ
ミ
を
使
い
、
材
料
に
は

真
ん
中
に
芯
の
通
っ
た
ド

ロ
ヤ
ナ
ギ
が
選
ば
れ
、
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の

も
の
を
作
り
ま
す
。
形
が

で
き
た
ら
、
蘇
民
講
の
皆

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら

れ
て
い
る
数
を
持
ち
帰

り
、
そ
の
家
ご
と
に
特
徴

の
あ
る
七
福
神
の
絵
な
ど
を
描
き
ま
す
。
こ
れ

を
箱
に
入
れ
て
国
分
寺
に
持
ち
寄
り
、
護ご

摩ま

の

祈き

祷と
う

を
受
け
、
本
堂
前
で
頒
布
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
講
が
行
う
蘇
民
将
来
符
の
作
成
と
頒
布

の
習
俗
が
、
全
国
的
に
も
た
い
へ
ん
貴
重
な
も

の
と
し
て
、
国
の
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

蘇
民
将
来
符
は
芸
術
的
に
も
見
事
な
も
の
で

す
。
今
年
も
大
勢
の
人
で
縁
日
は
に
ぎ
わ
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

う
え
だ
見
聞
録

蘇
民
将
来
符

至長野

小牧橋

信濃国分寺

至東御

信濃国分寺駅
国分寺史跡公園

卍

信濃国分寺資料館

P

※国分寺資料館は１月７日、夜９時まで開館します。

昔昔亭桃太郎氏
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ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

オ
ペ
ラ「
魔
法
の
笛
と
鈴
」

　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
オ
ペ
ラ『
魔
法
の
笛
と
鈴
』〜
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
作
曲
オ
ペ
ラ『
魔
笛
』よ
り
〜
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

プ
ロ
の
歌
手
だ
け
で
な
く
、
障
が
い
の

有
無
や
年
齢
に
関
わ
ら
ず
公
募
し
た
出
演

者
に
よ
る
、
市
民
参
加
型
の
オ
ペ
ラ
公
演

で
す
。

●
日
時　

１
月
17
日
㈯
午
後
５
時
開
演

（
４
時
30
分
開
場
）

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

指
定
席
４
０
０
０
円
、
自
由

席
は
大
人
３
０
０
０
円
、
中
高
生
２
０

　

０
０
円
、
小
学
生
以
下
１
０
０
０
円
。

●
チ
ケ
ッ
ト　

丸
子
文
化
会
館
、
平
安
堂

上
田
店
・
平
安
堂
上
田
し
お
だ
野
店
、

琴
光
堂
に
て
販
売

　

オ
ペ
ラ
プ
ラ
ザ
上
田
事
務
局

　
　

TEL
０
９
０
・
９
１
３
７
・
１
９
７
６

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

新
春
民
謡
シ
ョ
ー

　

竹ち
く

韻い
ん

の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
尺
八
と
津

軽
三
味
線
太ふ
と

棹ざ
お

の
響
き
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

１
月
21
日
㈬
午
後
０
時
30
分
〜

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
大
広
間
ス

テ
ー
ジ（
入
館
料
必
要
）

　

真
田
温
泉
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

丸
子
金
子
図
書
館

お
は
な
し
会

　

雨
宮
ち
よ
子
さ
ん
に
よ
る
お
話
の
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
17
日
㈯
午
前
10
時
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

●
内
容　

読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
、
手
作

り
絵
本
の
読
み
き
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
な
ど
。

　

丸
子
金
子
図
書
館　

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

吃
音
に
つ
い
て
の
講
演
会

●
日
時　

１
月
24
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

（
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
受
付
）

●
場
所　

千
曲
市
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

「
お
お
と
り
プ
ラ
ザ
」大
研
修
室

●
演
題　
「
吃ど
も
り音
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
対

応
の
仕
方
」

●
講
師　

万
年
康
男
氏（
上
田
養
護
学
校

教
諭
）ほ
か
、
信
州
言
友
会
の
方
々

●
定
員　

１
０
０
名

●
参
加
費　

５
０
０
円

　

長
野
県
き
こ
え
・
こ
と
ば
親
の
会（
上

田
市
立
北
小
学
校「
こ
と
ば
の
教
室
」

瀬
志
本
）　

TEL
23
・
１
６
２
１

催
し

お知らせ

自主的な防災活動や
災害救援ボランティア活動について
考えてみませんか
　１月15日～１月21日は「防災とボランティア週間」です。
平成７年に発生した阪神・淡路大震災で各種のボランティ
ア活動や住民の自発的な防災活動の重要性が広く認識され
たことから、「防災とボランティアの日（毎年１月17日）」と
「防災とボランティア週間」が創設されました。皆さんも、
今一度、自主的な防災活動やボランティア活動について考
えてみませんか。災害救援ボランティアの登録も随時行っ
ています。
●日ごろからの備えが肝心です
１．水・食料の確保
　　水は「飲む」だけでなく、いろいろな場面で必要にな

ります。お風呂の水は普段からはっておくようにしま
しょう。また、非常持ち出し袋に３日分ほどの食料な
どを用意しておきましょう。

２．揺れ対策をしておく
　　家具の転倒防止、窓ガラスの飛散防止の措置をしてお

きましょう。
３．災害に備えた家族会議をしましょう
　　家の周りの避難場所やブロック塀

べい
などの危険箇所の

チェック、非常時の連絡方法などを話し合いましょう。
４．地域の連携を強化しましょう
　　普段から近所付き合いを大切にしましょう。災害時は

地域の助け合いが重要です。
●災害ボランティアに登録しませんか
　市では、社会福祉協議会と協力し、市内で大きな災害が
発生したとき、救援活動や避難所運営などに積極的に参加
していただくために、災害ボランティア登録制度を設けて
います。
　①登録資格
　　災害時救援活動に携わることのできる個人または団体
（ただし未成年者は、保護者の同意が必要です）。

　②登録方法
　　上田市社会福祉協議会各地区センターの窓口に備えて

ある登録票により登録します。また、ケガなどに備え
てボランティア活動保険に加入していただきます。

　③訓練など
　　１年に１回実施される上田市の総合防災訓練、研修会

などへの自主的な参加をお願いします。
　災害救援ボランティアの登録、お問い合わせは、上田市
社会福祉協議会（TEL27･2025）までお願いします。
　 危機管理室　TEL21･0123
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

講
座
・
教
室

医
療
機
関
へ
の

再
就
職
支
援
研
修
会

　

病
院
勤
務
を
離
れ
て
い
る
方
や
、
診
療

所
や
施
設
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

と
し
た
講
座
で
す
。
最
新
の
医
療
情
報
を

知
り
、
専
門
職
業
人
と
し
て
責
任
あ
る
安

全
な
看
護
を
実
践
す
る
こ
と
が
、
再
就
職

と
採
用
後
の
自
信
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

自
分
自
身
と
地
域
の
た
め
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

１
月
20
日
・
27
日
、
２
月
３
日
・

10
日
の
火
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

長
野
病
院
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

３
階
講
堂

●
内
容　

講
義
／
①
最
近
の
医
療
・
看
護

の
動
向
、
②
看
護
倫
理
、
③
医
療
安
全
、

④
感
染
管
理

　

演
習
／
①
注
射（
留
置
針
）・
採
血
、
②

輸
液
ポ
ン
プ
・
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ
、
③

Ｂ
Ｅ
Ｓ
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
④
褥じ
ょ
く

瘡そ
う

対
策
、
施

設
対
策

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
長
野
病
院
へ
。

　

長
野
病
院
看
護
部

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

若
者
の
就
職
活
動
支
援

親
と
子
の
就
活
セ
ミ
ナ
ー

　

最
近
の
就
職
活
動
の
傾
向
や
上
田
地
域

の
企
業
の
紹
介
な
ど
わ
か
り
や
す
く
情
報

提
供
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
22
日
㈭
午
後
２
時
〜
３
時

（
学
生
向
け
）、
午
後
３
時
30
分
〜
４
時

30
分（
親
向
け
）

●
場
所 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
対
象　

保
護
者
、
学
生
ど
な
た
で
も

●
内
容　

最
近
の
就
職
の
傾
向
、
地
元
企

業
の
現
状
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
情
報
に

つ
い
て

●
定
員　

各
20
名（
先
着
順
）

●
費
用　

無
料

●
申
し
込
み　

１
月
６
日
㈫
以
降
、
電
話

で
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ（
午
後
１
時

〜
10
時
）。

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　

TEL
22
・
７
１
１
７

講
座
・
教
室

お知らせ
「別所線再生支援協議会」が大臣表彰
　上田市や議会、関係団体、市民団体、交通事業者な
ど25団体で構成する別所線再生支援協議会が行ってき
た、別所線存続支援及び利用促進の取り組みが、「鉄道
等の利用促進に努め利用者の増加に繋げるなど公共交
通機関の利用促進を通じた環境保全に関する活動に積
極的に取り組んだ」として、『平成20年交通関係環境保
全優良事業者等大臣表彰』を受けることとなり、12月
11日に、別所線再生支援協議会を代表して母袋市長が
金子国土交通大臣から表彰を受けました。
　別所線再生支援協議会は、別所線の存続支援のため、
別所線再生計画を策定し、国・県・市の支援を受けな
がら鉄道機能向上のための設備整備や、事業者・地域
の皆さんと一体となった「乗って残そう」をキーワード
とした利用促進策に取り組んできました。
　これらの取り組みや市民の皆さんのご支援・ご協力
もあり、平成18年度の輸送人員は123万8,000人余（前年
122万8,000人余）で10年ぶりに増加に転じ、さらに平成
19年度も前年度比0.9％増の124万9,000人余となり、２
年連続の増加となっています。
　これからも、公共交通を継続的に維持させていくた
め、別所線をはじめ公共交通機関のいっそうの利用を
お願いします。
　 地域交通政策課　TEL23･5011

＜広告欄＞
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ス
テ
キ
な
パ
パ
に
な
り
た
い

人
の
た
め
の
講
座
２
０
０
８

●
日
時　

１
月
17
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
㈱
上
田
事
業
所

４
階
研
修
室

●
演
題　
「
違
い
を
知
っ
て
一
緒
に
支
え

あ
お
う
」〜
障
が
い
を
持
つ
お
子
さ
ん

の
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
る
〜

●
講
師　

福
田
恵
美
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ

ど
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
事
長
）

●
対
象　

父
親
・
母
親
・
子
育
て
に
関
心

の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
。
託
児
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い（
小
宮
山
／
TEL
27
・
４
０
０
１
）

　

上
田
市
子
育
て
家
族
応
援
事
業
実
行

委
員
会
事
務
局（

子
育
て
・
子
育

ち
支
援
課
内
）　

TEL
23
・
５
１
０
６

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

　

水
の
中
の
運
動
は
、
浮
力
の
影
響
で
足

腰
に
負
担
が
少
な
く
で
き
る
運
動
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
24
日
〜
３
月
７
日
毎
週
土

曜
日
の
午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
全
７

回
）

●
場
所　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

５
０
０
円（
初
回
の
み
、
そ

の
ほ
か
に
毎
回
入
場
料
要
）

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
上
田

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局（
上
田
ス

タ
ー
商
会
内
／
TEL
35
・
０
２
４
６
）へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

仕
事
の
基
本
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時　

１
月
16
日
㈮
午
後
６
時
30
分
〜

８
時

＜広告欄＞

講
座
・
教
室

お知らせ
上田市医師確保修学資金等
貸与制度を創設しました
　周産期医療に係る医師確保が急務となっている中で、上田市
産院などの安定的な医療提供体制を確立するため、上田地域の
医療機関に従事しようとする方を支援する制度を創設しました。
　これは、将来、地域内の医療機関の医師として従事しようと
する大学生、周産期医療を志す大学院生及び研修医、さらには
県外から新たに赴任する産科、小児科、麻酔科の医師に対して、
それぞれ必要な資金を貸与するものです。
●制度の概要

区 分 修学資金 研 修 資 金 研 究 資 金

対象者 医学部の
大学生

周産期医療を志す
大学院生、研修医

産科、小児科、
麻酔科の医師

貸与金額 月額20万円 月額30万円 ３年資金：300万円
２年資金：200万円

貸与期間 大学を卒業するまで
大学院を卒業または
研修が修了するまで

３年資金：３年間
２年資金：２年間

その他 一定期間、市が指定する医療機関で従事することに
より返還を免除します。

●募集案内
○募集期間
・修学資金、研修資金
　平成20年度分：１月５日㈪～ 20日㈫
　平成21年度分：４月中旬
・研究資金／随時
○募集人数
　各区分：若干名
　詳しい制度の内容や募集要項などの資料請求は健康推進課ま
でお問い合わせください。
　 健康推進課　TEL28･7124
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
内
容　

仕
事
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
と
ら

え
る
方
法
〜
部
分
最
適
化
か
ら
全
体
最

適
化
へ
〜

●
講
師　

末
広
繁
和
氏（
中
小
企
業
診
断

士
）

●
参
加
費　

資
料
代
と
し
て
５
０
０
円

●
対
象　

中
小
規
模
事
業
所
、
個
人
事
業

者
、
起
業
者
、
従
業
員
、
個
人　

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

思
い
出
の
写
真
や
ビ
デ
オ
を

パ
ソ
コ
ン
に
保
存
し
よ
う

　

お
子
さ
ん
や
ご
家
族
の
思
い
出
、
地
域

の
記
録
を
撮
っ
た
写
真
や
フ
ィ
ル
ム
、
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
と
い
っ
た
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ

を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
で
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ア
ル
バ
ム
を
作
り
ま
す
。

　

全
６
回
の
講
座
で
す
が
、
１
回
の
み
の

参
加
も
可
能
で
す
。

●
日
時　

１
月
25
日
㈰
、
２
月
１
日
㈰
・

８
日
㈰
・
14
日
㈯
、
３
月
８
日
㈰
・
14

日
㈯
の
午
後
１
時
〜
４
時
30
分（
３
月

８
日
の
み
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

キ
ー
ボ
ー
ド
・
マ
ウ
ス
操
作
が

で
き
る
方

●
定
員　

各
回
10
名

●
内
容　

１
回
目
／
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
使
っ

て
写
真（
紙
焼
き
、
フ
ィ
ル
ム
）を
パ
ソ

コ
ン
に
取
り
込
も
う
、
２
回
目
／
フ
ォ

ト
シ
ョ
ッ
プ
エ
レ
メ
ン
ツ
を
使
っ
た
写

真
の
サ
イ
ズ
変
更
、
切
り
抜
き
、
色
の

補
正
と
デ
ー
タ
管
理
、
３
回
目
／
ビ
デ

オ･

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
か
ら
映
像
と
音

声
を
取
り
込
み
、
用
途
別
の
形
式
で
保

存
し
よ
う（
４
回
目
以
降
の
予
定
／
８

㎜
フ
ィ
ル
ム
の
取
り
込
み
体
験
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
ア
ル
バ
ム
作
成
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

活
用
法
）

●
料
金　

各
回
２
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

電
話
で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

情
報
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

消
費
生
活
教
室

　

テ
レ
ビ
、
カ
タ
ロ
グ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
通
信
販
売
は
、
便
利
で
手
軽
に

利
用
で
き
る
反
面
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
消
費
生
活
相
談
室
に
寄
せ

ら
れ
た
相
談
事
例
か
ら
上
手
な
通
信
販
売

の
利
用
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

１
月
23
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

佐
久
市
役
所
８
階
大
会
議
室

●
演
題　
「
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
学
ぶ
・
賢
い

通
信
販
売
の
利
用
法
」

●
講
師　

八
代
修
一
氏（
㈳
日
本
通
信
販

売
協
会
消
費
者
相
談
室
室
長
）

●
受
講
料　

無
料

　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
25
・
０
９
９
８

＜広告欄＞

講
座
・
教
室

お知らせ

信濃国分寺・八日堂縁日で
交通規制
●規制日時
　１月７日㈬午前10時～翌８日㈭午後４時
※当日は周辺道路が大変混雑しますので、で
きるだけ公共交通機関をご利用ください。
　上田観光コンベンション協会
　　（ 観光課内）　TEL23･5408

��



情報あ ･ら ･かるとInformation A La Carte

聞
い
て
・
○ま
る

得と
く

・
エ
コ
講
座

　

私
た
ち
が
日
ご
ろ
出
し
て
い
る
ご
み

は
、
ど
の
よ
う
に
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
て
い
る
の
？
そ
の
よ
う
な
疑
問
を
お
持

ち
の
方
の
た
め
に
、
ご
み
の
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
に
関
す
る
連
続
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
多
彩
な
講
座
を
受
講
し
て
、
あ
な
た

も
環
境
に
や
さ
し
い
ご
み
の
達
人
に
な
り

ま
せ
ん
か
。
詳
し
い
講
座
内
容
に
つ
い
て

は
廃
棄
物
対
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
日
時
・
講
座
内
容
な
ど　

第
１
回
／
２

月
３
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

「
上
田
市
の
ご
み
の
現
状
、
生
ご
み
減

量
の
仕
方
」、
第
２
回
／
同
月
10
日
㈫

午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分「
市
内
ご

み
処
理
施
設
見
学
」、
第
３
回
／
同
月

17
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後
２
時「
エ
コ
・

ク
ッ
キ
ン
グ
」（
材
料
費
実
費
）、
第
４

回
／
同
月
24
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
座
談
会
」

●
場
所　

上
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
エ

コ
・
ハ
ウ
ス
な
ど

●
定
員　

30
名
程
度（
先
着
順
）

●
そ
の
他　

全
日
程
参
加
が
原
則
で
す

が
、
個
々
の
講
座
を
単
独
で
受
講
し
た

い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

１
月
22
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
廃
棄
物
対
策
課
へ
。

　

廃
棄
物
対
策
課　

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

長
野
病
院

第
35
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

1
月
17
日
㈯
午
後
３
時
〜
４
時

●
場
所　

長
野
病
院
３
階
講
堂

●
演
題　

正
し
い
お
薬
と
の
つ
き
あ
い
方

●
申
し
込
み　

不
要（
参
加
費
無
料
）

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

募
集

上
田
市
産
院
の
助
産
師
を

募
集
し
て
い
ま
す

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
応
募
資
格　

昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
助
産
師
の
資
格
を

有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
21
年
３
月
31

日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
方

●
試
験
日　

２
月
３
日
㈫

●
採
用
予
定
日　

平
成
21
年
４
月
１
日
㈬

●
勤
務
時
間　

夜
間
勤
務
を
含
む
交
代
制

勤
務

●
給
与　

上
田
市
給
与
条
例
に
よ
り
支
給

●
試
験
に
応
募
で
き
な
い
方　

日
本
国
籍

を
有
し
な
い
方
、
地
方
公
務
員
法
第
16

条
の
欠
格
条
項
に
該
当
す
る
方

●
募
集
締
切　

１
月
29
日
㈭

　

人
材
開
発
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
２
０
２
）

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
21
年
度
第
１
学

期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
現
在
募
集
し
て

い
ま
す
。
放
送
大
学
と
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
入
学
試
験
は
な
く
、
働
き
な
が

講
座
・
教
室
／
募
集

＜広告欄＞

催し
新春文化講演会
「笑い 健康 生きがい」
　笑いが健康につながり、そして生きがいにつ
ながる。ものまね芸で大いに笑っていただき、
市民の皆さんにこの三つの大切な要素をお伝え
します。
●日時　１月15日㈭
　　　　午後３時～４時30分（２時30分開場）
●場所　上田文化会館大ホール
●講師　江戸家小猫氏（ものまね・演芸家）
●入場料　無料（事前申し込み不要）
　上田市文化芸術協会事務局
　　（ 文化振興課内）　TEL23･6361

江戸家小猫氏
昭和24年東京生まれ。
父・猫八についてものまね芸
を修行し、昭和47年に寄席に
初出演。平成16年には文化庁
芸術祭優秀賞を受賞。
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ら
大
学
卒
業
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
退
職

後
の
生
き
が
い
作
り
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
は
無
料
で
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
入
学
を
希
望
す
る
方
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
同
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.u-air.

ac.jp

）で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
募
集
学
生
の
種
類　

教
養
学
部
／
科
目

履
修
生（
６
か
月
在
学
）・
選
科
履
修
生

（
１
年
在
学
）・
全
科
履
修
生（
４
年
以

上
在
学
）

　

大
学
院
／
修
士
科
目
生（
６
か
月
在

学
）・
修
士
選
科
生（
一
年
間
在
学
）

●
入
学
料　

６
０
０
０
円
〜
２
万
２
０
０

　

０
円（
学
生
の
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま

す
）

●
授
業
料　

教
養
学
部
／
１
科
目
１
万
１

　

０
０
０
円
、
大
学
院
／
１
科
目
２
万
２

　

０
０
０
円

●
出
願
期
限　

２
月
28
日
㈯

　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
０
２
６
6
・
58
・
２
３
３
２

明日をひらいた上田の人々

新
にった

田　潤
じゅん

（1904～1976）

上田の町と人を描き脚光を浴びた作家

　

新
田
潤（
本
名
・
半
田
祐
一
）は

原
町
の
通
称
電
信
小
路
に
、
上
田

郵
便
局
員
・
半
田
仲
太
郎
の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

大
正
11
年
、
新
田
は
上
田
中
学

校（
現
上
田
高
等
学
校
）を
卒
業

す
る
と
旧
制
浦
和
高
等
学
校
を

経
て
東
京
大
学
英
文
科
へ
進
み
ま
し
た
。
在
学
中
に

『
文
芸
交
錯
』を
創
刊
し
、
文
学
活
動
を
始
め
ま
す
。

文
学
仲
間
の
高
見
順（
福
井
県
出
身
・
小
説
家
、詩
人
）

と
は
特
に
親
し
く
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
互
い
に
ジ
ュ
ン

と
つ
け
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
有
名
で
す
。
昭
和

５
年
、
東
京
大
学
を
卒
業
し
ま
す
が
不
況
で
就
職
口

が
な
く
、
翌
年
よ
う
や
く
京
橋
図
書
館
の
臨
時
職
員

に
採
用
さ
れ
、
貧
し
い
生
活
に
耐
え
な
が
ら
小
説
家

を
夢
見
て
執
筆
に
励
み
ま
し
た
。

　

文
壇
の
注
目
を
集
め
た
の
は
昭
和
８
年『
日ひ

暦こ
よ
み

』に

発
表
し
た
小
説「
煙き
せ
る管
」で
し
た
。
上
田
近
郊
に
住
む

鍛
冶
屋
と
馬
車
屋
の
話
で
、
大
正
か
ら
昭
和
に
移
り

変
わ
る
こ
ろ
の
上
田
の
町
の
様
子
な
ど
が
鮮
や
か
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
小
説
の
成
功
に
よ
り
新
田

は
作
家
の
道
を
歩
む
こ
と
を
決
め
、
翌
年
に
は『
文

学
界
』一
月
号
に「
片
意
地
な
街
」を
発
表
し
ま
す
。

こ
の
小
説
も
上
田
の
人
び
と
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の

で
、
ユ
ー
モ
ア
と
風
刺
を
交
え
た
地
方
色
豊
か
な
小

説
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
新
進
作
家
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、上
田
を
舞
台
に
し
た
小
説
を『
日
暦
』『
文

学
界
』『
文
芸
春
秋
』な
ど
へ
次
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
原
稿
料
だ
け
で
は
生
活
が
で
き
ず
、
相
変

わ
ら
ず
京
橋
図
書
館
に
勤
め
な
が
ら
こ
つ
こ
つ
と
小

説
を
書
く
毎
日
で
、
勤
め
を
辞
め
て
文
筆
活
動
に
専

念
し
た
の
は
昭
和
12
年
５
月
、
33
歳
の
時
で
し
た
。

　

昭
和
42
年
５
月
、
母
校
の
上
田
高
等
学
校
同
窓
会

館
で「
高
見
順
と
昭
和
文
学
」の
講
演
を
行
い
、
翌
年

に
は「
わ
が
青
春
の
仲
間
た
ち
」を
出
す
な
ど
精
力
的

に
作
品
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
が
、
数
年
後
に
結
核

を
発
病
し
、
昭
和
53
年
５
月
、
惜
し
く
も
病
が
癒い

え

ず
、
74
歳
で
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

没
後
、
新
田
の
蔵
書
８
２
０
冊
が
上
田
高
等
学
校

図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、「
新
田
文
庫
」と
し
て
生
徒
や

教
職
員
の
利
用
に
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
田
を
舞
台
に
し
た
名
作
が
収
録
さ
れ
た

創
作
集『
崖が
け

』は
平
成
12
年
に「
長
野
県
稀き

覯こ
う

本ぼ
ん

集
成
」

の
一
冊
に
選
ば
れ
、
復
刻
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

＜広告欄＞

��
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写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

冬
の
部「
上
田
の
冬
景
色
」

　
「
う
え
だ
の
四
季
」写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、

冬
の
部
の
応
募
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
入

賞
作
品
は
年
間
を
通
じ
た
コ
ン
テ
ス
ト
の

審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
作
品　

市
内
に
お
け
る
初
日
の

出
、
道
祖
神
、
八
日
堂
、
節
分
会
な
ど

冬
の
伝
統
行
事
、
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト

な
ど
市
内
の
冬
の
風
景
を
題
材
と
し
た

自
作
・
未
発
表
の
写
真
で
、
四
つ
切
サ

イ
ズ
に
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の（
四
つ
切

ワ
イ
ド
不
可
、
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
Ａ

４
可
）。
一
人
５
点
以
内
。

●
募
集
チ
ラ
シ　

市
役
所
商
工
課
、
観
光

課
、
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
。

●
応
募
締
切　

２
月
27
日
㈮

●
応
募
先　

市
役
所
商
工
課
、
観
光
課

　

詳
し
く
は
募
集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

　
　

観
光
課　

TEL
23
・
５
４
０
８

非
常
勤
職
員（
障
が
い
者
）を

募
集
し
ま
す

　
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
」の
趣
旨
に
基
づ
き
、
上
田
市
に
居

住
す
る
障
が
い
者
の
方
を
対
象
と
し
た
非

常
勤
職
員
採
用
選
考
を
実
施
し
ま
す
。

●
採
用
人
数　

１
名

●
応
募
資
格　

昭
和
24
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方（
自
力
で

通
勤
が
で
き
、
か
つ
、
介
護
者
な
し
に

一
般
事
務
職
と
し
て
の
職
務
遂
行
が
可

能
な
こ
と
）。

●
就
業
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
、
ま
た
は

出
先
機
関

●
就
業
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
〜
22

年
３
月
31
日（
６
か
月
更
新
）

●
勤
務
条
件　

週
30
時
間（
1
日
６
時
間
）

勤
務
、
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・
労
災

保
険
に
加
入

●
賃
金　

上
田
市
非
常
勤
職
員
設
置
要
綱

に
基
づ
く
時
間
給
制（
時
間
給
８
２
０

円
、
交
通
費
別
途
支
給
）

●
提
出
書
類　

市
販
の
履
歴
書（
必
要
事

項
を
記
入
、
顔
写
真
を
張
る
）、
療
育

手
帳
の
写
し
、
返
信
用
封
筒（
80
円
切

手
を
張
り
、
返
信
先
の
宛
名
を
記
入
）

●
採
用
方
法　

選
考
試
験（
作
文
・
面
接
。

日
程
は
別
途
通
知
）

●
受
付
期
間　

１
月
23
日
㈮
ま
で
に
人
材

開
発
課
へ
提
出（
郵
送
の
場
合
は
当
日

ま
で
に
必
着
）。

　

人
材
開
発
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
２
０
４
）

上
下
水
道
審
議
会
の

委
員
を
公
募
し
ま
す

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
審
議
会
へ
参
画
で
き
る
の
は
一
人

１
審
議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

１
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
会
の
内
容　

市
の
上
下
水
道
事
業

の
管
理
運
営
に
関
し
て
調
査
審
議
し
ま

す
。

●
応
募
方
法　

上
下
水
道
局
経
営
管
理

課
及
び
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
上
下
水

道
課
に
あ
る
申
込
書
に
、「
こ
れ
か
ら
の

上
下
水
道
に
望
む
こ
と
」と
題
し
た
レ

ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以
内
・
書
式
自
由
）

を
添
え
て
、
上
下
水
道
局
経
営
管
理
課

に
提
出
。
レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
締
め
切
り　

１
月
19
日
㈪

　

上
下
水
道
局
経
営
管
理
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
８
５
２
）

中
央
公
民
館
・
共
同
企
画

講
座
を
募
集
し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
企
画
し
た
講
座
を
募

集
し
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
で
学
習
し
た
い
テ
ー
マ
や
内

容
を
検
討
し「
企
画
案
」を
提
出
し
て
く
だ

さ
い（
習
い
事
、
趣
味
の
講
座
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
）。

●
募
集
期
間　

１
月
５
日
㈪
〜
２
月
13
日

㈮
※
詳
し
く
は
中
央
公
民
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

募
集

＜広告欄＞
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

お
知
ら
せ

有料広告掲載のお問い合わせは、 上田市秘書課（☎ 23・5149）または有限会社トミー企画（☎ 23・1706）へ。 

お知らせ
中小企業の資金繰りを支援！「経営支援資金」の利子分を補給します
　昨今の急激な景気変動によって、中小企業の多くは、売上の減少による収益の悪化が深刻な状況にあります。
　安定した市民生活を送るうえで、地域経済を支える中小企業の活力維持が急務であることから、資金繰りの負担と不
安を軽減するため、市の融資制度の「経営支援資金」を利用して発生した利子を補給します。

＜広告欄＞

①金融機関へ
　融資相談

◆経営支援資金とは◆
　収益の圧迫を受けている中小企業が利用できる資金です。
・貸付利率2.0％　
・融資限度額（運転・設備）各2,000万円
・返済期間７年間

◆利子補給の実施内容◆
・期間　平成20年10月31日～ 22年３月31日
・補給期間　借り入れから12か月間を限度
・利子補給額　貸付利率相当分
・資金使途　運転資金
※借換の場合は利子補給の対象外です。

　 商工課　TEL23･5395

セーフティネット５号認定とは
　中小企業を資金繰りの面から支援する制度で
す。全国的に業況が悪化している業種を営み、次
のいずれかの条件を満たすと、市長が認定を行い
ます。
１．最近３か月間の平均売上高が前年同期比で

３％以上減少していること。
２．原油価格高騰によって原材料価格が上昇して

いるにも関わらず、製品価格に転嫁できてい
ないこと。

３．最近３か月間の平均利益率と前年同期平均利
益率を比較し、３％以上減少していること。

利子補給の条件

＋

＋

＝
資金使途が運転資金であること。
（材料仕入や支払いなど）❶

最近３か月間の売上高が前年同期比
で10%以上減少している。❷

セーフティネット５号認定を受けて
いること。❸

申
し
込
み
の
流
れ

③
協
議
の
結
果
、
市
へ

　

受
付
・
書
類
の
提
出

⑥金融機関から
　融資の実行

⑤審査終了後、
　金融機関と保
証協会にあっ
せんの決定を
連絡します。

④上田市で審査を
行います。

②金融機関と長野県信用保証
協会とで融資について協議
します。

協議

県信用保証協会

銀行
中小企業

※融資制度とは、中小企業の皆さんが円滑に資金調達できるように、上田市が長野
県信用保証協会と市内金融機関の協力を得て、低利な融資を制度化したものです。
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情報あ ･ら ･かるとInformation A La Carte

小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

第
10
回
上
田
市
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
会
に
参
加
し
よ
う
！

●
期
日　

３
月
８
日
㈰

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
体
育
館

●
対
象　

市
内
在
学
の
小
学
３
〜
６
年
生

の
男
女

●
部
門　

①
３
・
４
年
生
で
編
成
し
た
男

女
混
合（
男
子
の
み
可
）の
部
、②
３
・
４

年
生
で
編
成
し
た
女
子
の
部
、③
５
・
６

年
生
で
編
成
し
た
男
女
混
合（
男
子
の

み
可
）の
部
、
④
５
・
６
年
生
で
編
成
し

た
女
子
の
部

●
チ
ー
ム
編
成　

監
督
１
名
、
正
選
手
12

名
、
交
代
選
手
８
名
ま
で
と
し
ま
す
。

●
定
数　

先
着
50
チ
ー
ム（
全
部
門
合
計
）

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円（
組

み
合
せ
抽
選
会
の
と
き
に
持
参
）

●
競
技
方
法　

リ
ー
グ
戦
後
上
位
チ
ー
ム

で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
う（
参
加

チ
ー
ム
数
に
よ
り
変
更
あ
り
）

●
応
募
締
切　

１
月
５
日
㈪
〜
２
月
６
日

㈮
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
に
て
体
育

課
ま
た
は
丸
子
総
合
体
育
館
、
真
田
・

武
石
地
域
教
育
事
務
所
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い（
定
数
に
達
し
次
第
終

了
）。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

長
野
技
術
専
門
校

21
年
度
入
校
生
を
追
加
募
集

●
訓
練
期
間　

４
月
入
校（
平
成
22
年
３

月
修
了
）

●
募
集
科　

機
械
加
工
科
、電
気
工
事
科
、

画
像
処
理
印
刷
科
、
木
造
建
築
科

●
募
集
定
員　

各
科
と
も
若
干
名

●
応
募
資
格　

高
等
学
校
卒
業（
ま
た
は

同
等
）以
上
の
方

●
必
要
経
費　

受
験
料
２
２
０
０
円
、
入

学
金
５
６
５
０
円
、
授
業
料
11
万
８
８

　

０
０
円
／
年
、
そ
の
ほ
か
教
材
費
な
ど

自
己
負
担
で
年
間
十
数
万
円
程
度

●
追
加
募
集
期
間　

第
１
回
／
１
月
５
日

㈪
〜
27
日
㈫
、
第
２
回
／
２
月
９
日
㈪

〜
23
日
㈪

●
選
考
日　

第
１
回
／
２
月
２
日
㈪
、
第

２
回
／
２
月
27
日
㈮

●
願
書
提
出
先　

長
野
技
術
専
門
校
ま
た

は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
。

　

長
野
技
術
専
門
校　

　
　

TEL
０
２
６
・
２
９
２
・
２
３
４
１

春
休
み
ち
び
っ
こ
探
険
学
校

ヨ
ロ
ン
島
で
国
際
交
流

　

文
部
科
学
省
所
管
の
㈶
国
際
青
少
年
研

修
協
会
で
は
毎
年
春
休
み
、
鹿
児
島
県
の

ヨ
ロ
ン
島
で
日
本
人
小
学
生
と
在
日
外
国

人
小
学
生
が
一
緒
に
生
活
を
し
て
、
楽
し

く
遊
び
な
が
ら
交
流
を
深
め
る「
ち
び
っ

こ
探
険
学
校
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
サ

ン
ゴ
礁
の
美
し
い
ヨ
ロ
ン
島
で
、
言
葉
や

習
慣
を
越
え
た
友
情
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

資
料
請
求
や
詳
し
い
内
容
は
同
協
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
開
催
期
間　

３
月
27
日
㈮
〜
４
月
２
日

㈭（
６
泊
７
日
）

●
開
催
場
所　

ヨ
ロ
ン
島（
鹿
児
島
県
）

●
参
加
費　

13
万
円（
長
野
駅
出
発
の
場

合
の
料
金
）

●
募
集
定
員　

日
本
人
の
小
学
２
年
〜
６

年
生
２
５
０
名
、
外
国
人
小
学
生
１
０

　

０
名

●
申
込
期
限　

３
月
６
日
㈮（
先
着
順
受

け
付
け
）

　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　

TEL
03
・
３
３
５
９
・
８
４
２
１

募
集

講座・教室
子どものけが・病気　知っておきたい手当てのし方
　お子さんの突然の発熱や、下

げ
痢
り
をしたときなど、ご家庭で何をすれば

いいのか、受診したほうが良いのか迷うときがあります。そこで乳幼児
をお持ちのご家族を対象にし、お子さんの観察ポイントや受診の目安な
どについて小児科医がお話します。いざというとき慌てないためにも、
ぜひお出かけください。
●対象　乳幼児を持つご家族の方（定員なし）
●託児　あり
●申し込み　前日（土日を除く）までに電話で。
　・受付時間　それぞれ開始時間より30分前から受付

開催日 場　　所 時　　間 申　込　先

１月20日㈫ 武石健康センター 午後１時30分
～２時30分

武石健康センター
TEL85･2067

１月28日㈬ 塩田公民館 午後２時30分
～３時30分

健康推進課
TEL23･8244

２月２日㈪ 丸子保健センター 午後１時30分
～２時30分

丸子保健センター
TEL42･1117

２月６日㈮ 真田保健センター 午後１時30分
～２時30分

真田保健センター
TEL72･9007

２月18日㈬ 市民プラザ・ゆう 午後２時～３時

健康推進課
TEL23･8244

２月25日㈬ 西部公民館 午後２時～３時

３月４日㈬ 上田創造館 午後２時30分
～３時30分

３月11日㈬ 上野が丘公民館 午後２時～３時

　 健康推進課　TEL23･8244

��
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地域の皆さんに見守られ、
育つ子どもたち
　ちぐさ幼稚園は、昭和45年に丸子地域に開設された公
立の幼稚園です。石井地区の住宅街にあり、静かなところ
です。近くに千曲川が流れていて、そこに注ぎ込む小川や
水たまりで川遊びをしたり、河川敷のグラウンドで土手す
べりをして遊びます。大屋駅が近いので、大好きな電車を
見たり、時には乗って遠足に行ったりもします。子どもた
ちは、朝の体操後は広い庭でのびのびと遊び、マラソンや
サーキット遊びなどを取り入れ、体と頭を目覚めさせてい
ます。
　また、散歩コースがたくさんあり、マレットコースや蛍
の里で知られる狐塚の田んぼ、団地の公園などへ出かけま
す。地域の方がいつも園のことを心に留められ、時期にな
ると草刈りや野菜の収穫などの声をかけていただき、園の
行事にも参加いただいています。子どもたちは、親しみを
込めて「○○さーん」と呼んだり、「また来てね」と接したり

ち
ぐ
さ
幼
稚
園

園庭の葉っぱで遊ぶ子どもたち

ぶどうの袋かけ

しています。昨年は保護者からぶどうの袋かけのお誘いが
あり、年長児が袋に絵を描いて、教えていただきながら袋
かけをしました。収穫も体験し、大きな房をお土産にいた
だいてきました。
　栽培したパセリにアゲハ蝶

ちょう

の幼虫を見つけ、飛び立つま
で見送った子どもたちは、各行事に題材として取り入れ、
小さな虫たちをより身近に感じていました。秋には、庭の
落ち葉を集め、畑で取れたサツマイモで焼き芋をしました。
桜やイチョウ、松などたくさんの木に囲まれ、時には銀

ぎん

杏
なん

拾いに訪れる方もいて、四季の移り変わりを楽しんでいま
す。地域の方に見守られ、温かい雰囲気の中ですくすくと
育ってほしいと思います。

　ご寄付いただいた皆様、ありがとうご
ざいました。厚くお礼申し上げます（11
月分）。
◇正村鐵夫様　真田昌幸宛北条氏邦書状
１通、真田信之和歌　掛軸１幅、真田
幸教筆画　掛軸１幅／市立博物館へ
◇宮下賢チャリティーコンサート実行委
員会様　現金18万円及び、いちょう葉
茶30箱／社会福祉基金及び福祉施設へ
◇宮下茂様　池田光津雄氏画「烏帽子岳
冠雪（信州塩田の庄）」100号／地域文
化の振興、発展のために
◇旧真田町婦人会様　図書63冊／真田地
域内各学校へ
◇増田節子様　小林三郎氏作水彩画「菅
平の冬」1963年　73㎝×54㎝／上田市
菅平自然館に展示
◇伊藤睦夫様　伊藤睦夫氏作日本画「真
田幸村公像」50号F／真田氏歴史館に
展示

住民登録は正しく
行われていますか？

　住民登録は、氏名、生年月日、性別、住所、
世帯主との続柄などが記録され、国民健康保
険、国民年金、児童手当など各種行政サービ
スの基礎となっています。お住まいの市区町
村で行政サービスを確実に受けられるように
するために、引っ越しなどにより住所を移し
た方は、速やかに住民登録の届出を行ってく
ださい。
　また、現住所で住民登録をしていない方や
登録が抹消されたままの方は、正しい住民登
録が必要となります。
　なお、市から氏名・生年月日等の個人情報
について電話などで照会をすることはありま
せん。
　 市民課　TEL23･5334

��



スケッチ
四つ葉

親子で凧づくりに挑戦

武石早起き野球連盟主催野球教室

野球好きな子ども
を育てたい！

どこまでも
高くあがれ！

月
３
日
の
朝
、
毎
年
恒
例
と
な
っ

た
創
造
館
の
凧た

こ

づ
く
り
に
参
加
す

る
親
子
が
、
次
々
と
科
学
実
験
室
に
集

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
前
年
の
倍

の
20
人
が
、
永
井
先
生
の
ユ
ニ
ー
ク
で

臨
機
応
変
な
指
導
の
も
と
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
凧
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
和

凧
に
大
好
き
な
電
車
の
絵
を
描
い
た
関

優
斗
君
は
、
お
母
さ
ん
と
協
力
し
て
、

難
し
い
凧
糸
縛
り
も
や
り
と
げ
ま
し

た
。
真
剣
に
凧
作
り
に
取
り
組
む
こ
と

１
時
間
半
。
完
成
し
た
凧
を
手
に
、
隣

り
の
長
池
公
園
へ
移
動
し
ま
す
。
こ
の

日
は
凧
あ
げ
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
風
が

吹
い
て
い
て
、
手
作
り
の
凧
は
あ
っ
と

い
う
間
に
糸
を
め
い
っ
ぱ
い
延
ば
し
、

青
空
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

最
初
は「
う
ま
く
あ
が
ら
な
い
」と
凧
と

格
闘
し
て
い
た
近
藤
稜
生
君
も
、
コ
ツ

を
つ
か
み
無
事
に
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人

も
す
っ
か
り
夢
中
に
な
り
、先
生
が「
今

日
の
教
室
は
こ
れ
で
終
了
」と
宣
言
し

て
か
ら
２
時
間
近
く
も
凧
を
あ
げ
続
け

た
親
子
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

一
足
早
い
お
正
月
あ
そ
び
に
大
満
足

の
一
日
で
し
た
。

野
球
教
室
が
行
わ
れ
、
今い
ま

久く

留る

主す

監
督

や
ロ
ッ
テ
へ
の
入
団
が
決
ま
っ
た
鈴
江

投
手
な
ど
10
名
の
選
手
が
指
導
に
か
け

つ
け
ま
し
た
。
参
加
し
た
市
内
外
の
少

年
野
球
チ
ー
ム
、
中
学
校
野
球
部
な
ど

約
２
０
０
名
の
子
ど
も
た
ち
は
、
選
手

か
ら
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
や
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
別
練
習
な
ど

プ
ロ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
直
接
指
導
を

受
け
、
真
剣
な
顔
で
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
15
日
に
は
、
早
起
き
野
球
連
盟

会
員
が
中
心
と
な
り
、
野
球
を
し
て
い

な
い
子
ど
も
を
対
象
に

し
た
教
室
が
行
わ
れ
、

約
20
名
の
男
の
子
、
女

の
子
が
初
め
て
の
野
球

を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

十
数
年
後
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
大
き
く
成
長
し

た
野
球
好
き
の
仲
間
が

た
く
さ
ん
集
う
と
い
い

で
す
ね
。

球
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
、
将

来
、
早
起
き
野
球
連
盟
の
会
員
に

な
る
子
ど
も
を
育
て
た
い
！
今
年
発
足

40
周
年
を
迎
え
た
武
石
早
起
き
野
球
連

盟
で
は
、
市
の
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ

応
援
事
業
の
採
択
を
受
け
、
11
月
に
野

球
教
室
を
２
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
日
に
は
、
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ

12

野

��



丸子依田川ウオーキング講座開催

菅平高原スキー場オープンフェス

落ち葉を
踏みしめながら

田
川
周
辺
に
整
備
さ
れ
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
11

月
15
日
、「
第
２
回
丸
子
依
田
川
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
講
座
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
い
る

人
や
こ
れ
を
機
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始

ホワイト
シーズン到来

平
高
原
ス
キ
ー
場
が
12
月
６
日
に

オ
ー
プ
ン
し
、
初
滑
り
を
楽
し
む

ボ
ー
ダ
ー
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
ま
し

た
。

　

日
の
出
ゲ
レ
ン
デ
で
は
オ
ー
プ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
冬
山

の
安
全
を
祈
っ
た
後
、
菅
平
高
原
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る「
た
い
ま
つ
滑
降
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
フ
ト
乗

り
場
付
近
で
は
、
ホ
テ
ル
の
宿
泊
券
な

ど
が
当
た
る
抽
選
会
や
、
大
鍋
に
よ
る

豚
汁
サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
、
初
滑
り
に

訪
れ
た
人
々
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

菅
平
高
原
ス
キ
ー
場
で
は
、
今
年

も
毎
月
第
３
日
曜
日
を「
ス
キ
ー
子
ど

も
の
日
」と
し
て
、
小
学
生
以
下
の
リ

フ
ト
券
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

シ
ー
ズ
ン
中
前
日
と
も
市
民
優
待
の

リ
フ
ト
一
日
券（
大
人
４
３
０
０
円
↓

３
３
０
０
円
、
中
学
生
４
３
０
０
円
↓

２
０
０
０
円
、
小
学
生
以
下
２
５
０
０

円
↓
２
０
０
０
円
）も
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
リ
フ
ト
窓
口
で
ぜ
ひ
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い（
運
転
免
許
証
な
ど
、

上
田
市
に
お
住
ま
い
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
も
の
が
必
要
に
な
り
ま
す
）。

め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
な
ど
34
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
丸
子
地

域
の
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
体
力
づ

く
り
教
室「
お
た
っ
し
ゃ
教
室
」で
講
師

を
務
め
、
楽
し
く
か
ら
だ
づ
く
り
が
で

き
る
と
好
評
の
上か
み

谷や

早は
や

人と

さ
ん
を
迎
え

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
丸
子
総
合
体
育
館
で
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ
っ
て
ひ
ざ
や
腰
を

痛
め
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
よ
り
有
効

的
な
運
動
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
二
人

一
組
に
な
っ
て
、
お
互
い
を
い
た
わ
り

励
ま
し
あ
い
な
が
ら
体
を
伸
ば
し
、
歩

く
と
き
の
姿
勢
な
ど
も
実
践
し
ま
し

た
。

　

秋
の
暖
か
い
日
差
し
の
中
、
歩
き
や

す
い
靴
の
履
き
方
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
後
、
い
よ
い
よ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始

め
、「
露
草
橋
」や「
り
ん
ど
う
橋
」、「
緑

の
道
」な
ど
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
約

３
・
５
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は「
丸
子
の
自
然
や
参
加
者
と
の
ふ

れ
あ
い
が
よ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
自

分
で
も
歩
い
て
み
よ
う
と
思
う
」と
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

依

菅
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成
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・
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発
行
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編
　
集
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386-8601長
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大
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0268・
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市政提言電話（留守録）：0268・25・2539  市政提言FAX ： 0268・23・5111  市政提言メール： mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL ： http：//www.city.ueda.nagano. jp/

人口：160,514人  男：78,534人  女：81,980人　世帯数：61,830戸　外国人登録者数：5,224人  男：2,534人  女：2,690人

人の動き （平成20年12月1日現在）

塩田のシンボル・独
とっこ

鈷山
ざん

は樹氷で厳しさに包まれています。
穏やかな冬の朝、この峰々に斜光が当たり、産

さん

川
がわ

の流れは鏡面と化し、
一段と風情を高めます。
田畑や木々は神秘な世界に導き、春に向かう静

せい

寂
じゃく

の季節です。

雪の朝
提供／矢

や

幡
わた

正
まさ

夫
お

さん（上本郷）

し
き
お
り
お
り
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